（様式３）
・業務実績書
(業務実績1)
元請けとして簡易水道事業（上水道を含む）に係る公営企業会計移行支援業務を完了した実績
	No.
	受託
年度
	件名等
	契約金額
(税込)
	契約期間
	契約相手
	備考

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	

	記入例
	R2
	○○町　水道事業 公営企業会計移行支援業務
	円
	R2.4.1から
R3.3.31まで
	○○町建設課
	


(業務実績2)

元請けとして農業集落排水事業（公共下水道を含む）に係る公営企業会計移行支援業務を完了した実績
	No.
	受託
年度
	件名等
	契約金額
(税込)
	契約期間
	契約相手
	備考

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	


(業務実績3)簡易水道または農業集落排水事業（上水道及び公共下水道を含む）における
公営企業会計システム導入実績
	No.
	受託
年度
	件名等
	契約金額
(税込)
	契約期間
	契約相手
	備考

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	


(業務実績4)簡易水道または農業集落排水事業（上水道及び公共下水道を含む）における
LGWAN-ASP方式での公営企業会計システム導入実績
	No.
	受託
年度
	件名等
	契約金額
(税込)
	契約期間
	契約相手
	備考
(上下水の別記載)

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	


【注意事項】
①　(業務実績1)、(業務実績2)、 (業務実績3)、(業務実績4)はそれぞれ「只見町簡易水道事業及び農業集落事業 公営企業会計移行支援業務　プロポーザル審査表」における、「業務実績」の各「審査内容」に対応し、同表のとおり採点する。
②　実績対象年度は平成28年度から令和2年度とする。
③　同一業務を複数の業務実績に計上してよい。
④　実績件数が5件以上ある場合は任意に選定のうえ、業務実績とすること。
⑤　業務実績が確認できる契約書等の写しを添付すること。また、件名から公営企業会計システムの導入方式（クラウド方式またはオンプレ方式）が判別できない場合は、導入方式が判別可能な契約書類該当部分(写)も添付すること。
⑥　(業務実績4)については、備考欄に上水道（簡易水道を含む）又は下水道（農業集落排水を含む）のいずれのシステムを導入したのか記載すること。
